
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
進
歩
が

著
し
い
。
人
と

会
話
を
し
た

り
、
詩
や
物
語

を
書
い
た
り
、

イ
ラ
ス
ト
を
描

い
た
り
と
、
創

造
的
な
分
野
で
も
目
覚
ま
し

い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
対

し
て
世
間
で
は
Ａ
Ｉ
の
普
及

を
警
戒
す
る
動
き
も
出
て
い

る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は

す
で
に
Ａ
Ｉ
の
利
用
を
規
制

す
る
法
案
を
採
択
し
、
日
本

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
他
の
先
進

国
で
も
今
後
Ａ
Ｉ
の
開
発
や

利
用
に
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う

▼
企
業
や
個
人
で
も
危
機
感

を
覚
え
て
い
る
人
も
少
な
く

は
な
い
だ
ろ
う
。
人
の
仕
事

が
Ａ
Ｉ
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
、
人
が
Ａ
Ｉ

に
管
理
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
心
配
の
声
も

聞
か
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、「
私
た
ち
人
間
が

Ａ
Ｉ
を
ど
う
使
っ
て
ゆ
く
の

か
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

う
▼
将
棋
の
世
界
で
は
、
す

で
に
Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
棋
士
を
凌

駕
し
た
と
い
う
認
識
が
一
般

的
で
あ
る
。
で
は
将
棋
文
化

が
そ
れ
に
よ
っ
て
衰
退
し
た

か
と
い
う
と
、
現
実
は
真
逆

で
あ
る
。
今
は
棋
士
の
対
局

中
継
に
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
ど

ち
ら
が
優
勢
か
を
示
す
判
定

が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
お
陰
で
、
将
棋
に

詳
し
く
な
い
人
た
ち
に
も
勝

負
の
趨
勢
が
わ
か
り
や
す
く

な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
す

る
よ
う
に
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

続
き
は
３
面
へ

通
院
支
援
事
業
の

重
要
性

　

群
馬
県
の
報
告
で
は
、
県

内
の
高
齢
化
率
は
29
・
３
％

で
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
高
齢
化
に
合
わ
せ

通
院
支
援
で
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
や
す
さ
を

通
院
支
援
で
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
や
す
さ
を

て
起
こ
る
課
題
は
様
々
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
医
療

機
関
へ
の
通
院
が
あ
り
ま

す
。
群
馬
県
の
中
毛
地
区
に

あ
る
前
橋
協
立
病
院
で
は
、

患
者
さ
ん
の
う
ち
60
歳
以
上

の
方
が
半
数
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢

　

現
在
、
自
家
用
車
以
外
の

移
動
手
段
と
し
て
有
効
な
も

の
は
タ
ク
シ
ー
で
す
が
、
料

金
負
担
を
考
え
る
と
気
兼
ね

な
く
頻
回
に
使
用
す
る
こ
と

は
た
め
ら
わ
れ
ま
す
。
通
院

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心

し
て
活
用
で
き
る
外
出
の
為

の
移
動
手
段
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

バ
ス
通
院
支
援
事
業

　

前
橋
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
マ
イ
バ
ス
）
東
循
環
と

連
携
し
た
通
院
支
援
事
業
が

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
事
業
を
開
始
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
バ
ス
事

業
者
を
は
じ
め
、
行
政
機
関

な
ど
と
の
密
な
連
携
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
通
院

支
援
事
業
は
、
後
払
い
運
行

と
い
う
仕
組
み
で
無
料
チ
ケ

ッ
ト
を
使
用
し
て
バ
ス
に
乗

車
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
使

用
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

に
合
わ
せ
て
運
賃
を
群
馬
中

央
医
療
生
協
が
バ
ス
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。
前
橋
協
立

病
院
や
前
橋
協
立
診
療
所
、

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受

診
す
る
患
者
さ
ん
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
未
来
の
利
用
者
さ
ん

や
お
見
舞
い
の
方
が
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
付

で
チ
ケ
ッ
ト
の
認
定
証
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
利
用
の
た

び
に
無
料
乗
車
券
を
お
渡
し

で
き
ま
す
。

　

現
在
で
は
、月
に
延
べ
１
０

　

医
療
機
関
へ
の
通
院
支
援
は
社
会
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
前
橋
協
立
病

院
も
以
前
か
ら
独
自
の
送
迎
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
は

バ
ス
会
社
と
連
携
し
た
通
院
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

前
橋
協
立
病
院
　
総
務
課
長

青
　
柳
　
達
　
矢

０
人
前
後
の
方
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
通
院

補
助
事
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
（
表
）。
前
橋

協
立
病
院
の
総
合
受
付
横
に

は
、
電
光
掲
示
板
に
よ
る
電

子
時
刻
表
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
掲
示
板
が
大
変

好
評
で
、外
来
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
多
く
の
方
か
ら
便
利
と
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
便
で
の

通
院
支
援

　

前
橋
協
立
病
院
は
独
自
の

送
迎
支
援
を
、
１
日
10
便
運

行
し
て
い
ま
す
。
前
橋
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し

た
送
迎
支
援
事
業
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
、
運
行
の
ル
ー
ト

や
頻
度
、
停
留
場
所
が
整
理

さ
れ
、
以
前
よ
り
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
病
院
の
利

用
者
が
特
に
多
い
朝
倉
地
域

や
広
瀬
地
域
を
運
行
し
、
公

営
住
宅
の
近
く
へ
停
留
す
る

こ
と
で
、
な
る
べ
く
乗
車
要

求
に
沿
っ
た
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
月
に
延
べ
４
０
０
～
５

り
ま
す
。

課
題
と
今
後
の
展
望

　

通
院
支
援
に
つ
い
て
は
多

く
の
地
域
か
ら
要
望
を
い
た

だ
く
機
会
が
あ
り
ま
す
。
医

療
機
関
へ
通
う
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
課
題
に
対
し

て
、
ま
だ
十
分
に
支
援
が
届

け
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
心

苦
し
く
な
り
ま
す
。一
方
で
、

通
院
支
援
を
更
に
広
げ
て
い

く
為
に
は
、
人
や
物
、
経
費

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
通
院
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
前

橋
協
立
病
院
の
あ
る
前
橋
市

に
は
、
行
政
か
ら
タ
ク
シ
ー

料
金
の
助
成
制
度
と
し
て

〝
マ
イ
タ
ク
〟
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
橋
協
立
病
院
の
敷

地
内
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か

け
は
し
が
福
祉
有
償
移
送
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
移
動
支
援
や
現
在

あ
る
地
域
資
源
を
上
手
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
通
院

や
外
出
の
手
段
の
確
保
が
よ

り
現
実
的
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
一
定
の
エ
リ
ア
内
で
の

通
院
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
家
の
玄
関
ま
で
の
送
迎

支
援
の
み
の
選
択
だ
け
で
な

く
、停
留
所
を
細
か
く
設
け
、

歩
い
て
乗
車
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
現
実
的
な

通
院
補
助
事
業
を
展
望
し
た

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

者
の
病
院
の
受
診

頻
度
は
月
３
回
程

度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
免
許
の
返
納

な
ど
に
よ
り
運
転

が
で
き
な
く
な
る

と
、
医
療
機
関
の

受
診
が
難
し
く
な

り
、
健
康
の
維
持

に
難
し
さ
が
生
じ

る
状
況
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

０
０
人
前
後
の
方
が

利
用
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
使
用

し
た
送
迎
支
援
と
比

べ
、
運
行
範
囲
は
狭

く
な
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
の
通
院
を
支

え
て
い
る
実
情
が
あ

マイバスチケット利用延べ件数の変化（表）

前橋協立病院玄関前の前橋協立病院玄関前の
送迎時刻表送迎時刻表

総合受付横の電子時刻表総合受付横の電子時刻表
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2024年原水爆禁止世界大会
今年は広島へ４名が代表として参加します

　来年は広島・長崎への原爆投下から80年を迎えます。私
たちの願い核兵器禁止・廃絶を一刻も早く実現するために
も、日本政府へ核兵器禁止条約参加を迫る国民の声をさら
に大きくする必要があります。
　群馬中央医療生協からは、８月４日～８月６日の広島大
会に、組合員の代表として中毛地区から１名、桐生地区か
ら１名、職員代表として前橋協立病院から２名参加します。

不安なく暮らしていけるのは平和であるから
　７月13日の国民平和大行進に参加させていただきました。私
は前橋市役所から前橋協立病院までのルートを行進しました。
初めての参加でしたが、入職してからこのような行進があるこ
とを知りました。今まで日常の中で戦争についてあまり深く考
える機会がなく、平和なことが当たり前だと思っていました。
しかし、世界にはウクライナとロシア及びイスラエルとパレス
チナの争いが起こっており、命を落とした人や不安な日々を過
ごしている人も大勢いると思います。そして、日本でも広島と
長崎に原子爆弾が落とされ、多くの命が犠牲になった経緯があ
ります。私たちが不安なく日々暮らしていけるのは平和である
からだと思いました。今回の平和行進に参加して、平和につい
て改めて考える良い機会となり、貴重な経験をすることが出来
ました。� 前橋協立病院　医事課　中矢　悠太

皆で世界平和について考える機会を
　「核兵器も戦争もない平和な世界」を求める平和大行進に初め
て参加しました。天候不順が続いていましたが、当日はとても
良い天気になりました。職員約30名と平和を願う人々とともに、
前橋市役所から前橋協立病院まで歩きました。途中、通行人や
運転中の方に手を振ると手を振り返したり、「頑張って」と声を
掛けてくれ、平和への思いが通じているのだと実感しました。
また、参加者の方々に平和への思いを聴いた際には、活き活き
と笑顔で話される様子がとても印象的でした。この活動により、
すぐに世界に平和が訪れるわけではありませんが、少しずつで
も皆が、世界平和について考える機会となるように、この活動
はとても重要だと感じました。普段こんなに歩くこともなく、
暑くて汗もたくさんかきましたが、到着した際には、疲労感も
なく、何だかとても清々しい気持ちになりました。
� 前橋協立病院　３階病棟　樋口　いずみ

平和を思う気持ちを表現する難しさ
　２年目の研修で、初めて「平和行進」に参加させていただき
ました。「平和」とは？と自問自答したとき、何も心配せず暮ら
せること、争いや戦争がないこと、皆が笑顔で過ごせることと
思いました。実際に参加し、長年参加されている方は年配の方々
でした。警察の方の協力のもと、車道や歩道を歩きました。し
かし、開始から終了地点まで妨害にあいながらの行進でした。
家庭の事情で、私も子供と一緒に歩きましたが、子供も私も正
直怖く、集中して行進できたかと問われると、そうではなかっ
たと思います。平和のために、みんなの笑顔のために、そう願
うことに、なぜ責められなければならないのか心が苦しかった
です。でも、長年の方々はそんな心ない言葉にも負けず、地域
の方々に手を振りながら行進していました。生半可な気持ちで
は出来ることではありません。ただ、手を振り返してくれる人
は少なく感じました。
　どんな形でも、平
和を思う気持ちは
国民全員にあると
思います。ただそれ
を、行動に移せるか
どうかだと今回感
じました。参加させ
ていただき、全員が
無事に帰ってこれ
たこと、それこそが
その日の平和だと
思いました。
　今後も全国で「平和行進」があると思います。皆様が無事に
行進を終え、少しでも「平和」を訴え、思いが届くよう願い、
私も日々の業務に努めていきたいです。貴重な時間に参加させ
ていただき、ありがとうございました。もっともっと、笑顔の
輪が広がりますように。心から願っています。
� 前橋協立病院　２階病棟　今井　果琳

自分が自分を大切にできる
世界が広がってほしい

　今回、平和について考える機会を得たこの平和行進は、私に
とってとても貴重な経験となりました。改めて平和について考え
ると、世界にはたくさんの国があり、その輪を繋ぎ合わせること
はすごく難しいことだろうなと感じました。行進の途中で妨害が
あり、人と人との考え方の違いがもたらす大きな壁に直面したよ
うな気がしました。それと同時に、世界を動かすことは難しくて
も、今目の前にいる人を幸せにしようと努力したり、その幸せを
分かち合おうとしたり、分かり合えないことを分かり合ったりで
きたらいいのかなとも思いました。この平和行進のリレーのよう
に、そんな思いが連鎖して日本から平和のリレーが繋がって、い
つかみんなが自分の
ことを自分自身が大
切にできる世界が広
がっていってほしい
と感じました。
� 協立歯科クリニック
� 谷川　瑞稀

職員代表
　上原　優奈さん

（看護師）
　中澤　鉄人さん

（理学療法士）

青木由紀子さん
（中毛地域）

山形　孝さん
（桐生地域）

組合員代表

2024年度 国民平和
大行進に参加しました
　北海道から沖縄まで、全国各地で原水爆禁止の願いを
運び行進しています。群中医療生協からも7月13日前橋
コース、15日桐生コース、16日館林・邑楽・太田コー
スそれぞれに組合員と職員が参加し、地域の方や通行中
の方に旗や宣伝でアピールしながら行進しました。

⑵く　ら　し　と　健　康2024.8.1 第700号 　く　ら　し　と　健　康



健
康
保
険
証
廃
止
は
中
止
を
！

健
康
保
険
証
廃
止
は
中
止
を
！

通
常
総
代
会
“
特
別
ア
ピ
ー
ル
”
で
よ
び
か
け
る

前橋市との
自治体懇談に向けた
事前学習会を開催

　群馬県社会保障推進協議会（県社保協）は2024年
度も７月～９月に県内すべての自治体との懇談を行
います。社保協を構成する団体を中心に懇談に向け
た事前学習会を６月から開催しました。当生協の組
合員・職員が主に参加した学習会は、６月27日に生
協会館組合員ホール、７月９日にゆいの家、７月22
日に桐生協立診療所で開催しました。前橋で開催さ
れた事前学習会の様子を紹介します。
　講師は町田茂氏（県社保協）で、はじめに各自治
体に対して事前に行ったアンケートの結果を紹介し
ていただきました。行政の取り組み状況では、税金
滞納者への取り立ては厳しく、例えば個人経営など
では売掛金が差し押さえられるため、それはやめて
ほしいという声が強く出ています。国民健康保険（国
保）では、短期保険証の発行は比較的柔軟に対応し
ていることや、国保の基金が他市町村に比べて極端
に少なくなっていること、生活保護の申請には第三
者の同席が認められていないこと、補聴器購入補助
の内容がまだまだ不十分であることなどが紹介され
ました。参加者からは、国保法44条の適用（医療機
関での窓口負担金の減免）を広げてほしい、マイバ
スでは群大病院や日赤病院まで行けないから不便な
どの意見が出されました。

新
規
保
険
証
発
行
中

止
と
、
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
移
行
を
閣
議

決
定

　

政
府
は
２
０
２
３
年

12
月
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
２
０
２
４
年
12

月
２
日
に
廃
止
す
る
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
政
令

を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今

年
の
12
月
２
日
以
降

は
、
保
険
証
の
新
規
発

行
は
中
止
と
な
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
が
一
体
と

な
っ
た
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に

つ
い
て
は
、
利
用
率
は

10
％
に
も
満
た
な
い
状

況
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
誤
交
付
や

別
人
へ
の
紐
付
け
な
ど

の
誤
登
録
、
医
療
機
関

に
設
置
さ
れ
て
い
る
資

格
認
証
機
器
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
問
題
が
噴
出
し

て
い
る
中
で
、
多
く
の

国
民
の
不
安
が
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
利

用
率
低
下
の
根
底
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
今
年
5

月
か
ら
7
月
を
「
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
促
進
集

中
取
組
月
間
」
と
し
、利

用
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
間
、
医
療
機
関
や

薬
局
を
利
用
さ
れ
た
方

か
ら
、
窓
口
で
「
マ
イ

ナ
保
険
証
を
出
し
て
く

だ
さ
い
」「
次
回
は
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
で
な
け
れ
ば
受

診
で
き
な
い
」
と
い
う

誤
解
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

発
行
済
み
の
健
康
保

険
証
、
最
大
１
年
間

は
有
効

　

発
行
済
み
の
健
康
保

険
証
に
つ
い
て
は
、「
健

康
保
険
証
廃
止
（
２
０

２
４
年
12
月
２
日
）
後
、

１
年
間
（
有
効
期
限
が

先
に
到
来
す
る
場
合
は

有
効
期
限
ま
で
）、
有
効

と
み
な
す
経
過
措
置
を

設
け
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
が
、
昨
年
６
月
に

成
立
し
た
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
改
正
法
」
に
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
12
月
２
日
か
ら
健

康
保
険
証
が
全
く
利
用

で
き
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
い
な
い

方
（
本
人
に
よ
る
申
請

が
困
難
等
）
は
、「
資
格

確
認
書
」
で
受
診
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、「
資

格
確
認
書
」
の
期
限
切

れ
に
よ
っ
て
、
無
保
険

の
扱
い
（
全
額
自
費
負

担
）
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。誰

も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
た

め
健
康
保
険
証
残
し

て
！

　

当
生
協
で
も
資
格
認

証
機
器
（
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
）
の
ト
ラ
ブ
ル
で

マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
ケ
ー
ス
が
６
月
に

発
生
し
ま
し
た
。
受
付

を
担
当
す
る
職
員
か
ら

も
「
マ
イ
ナ
保
険
証
が

使
え
な
い
と
自
費
扱
い

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
健
康
保
険
証

は
残
し
て
ほ
し
い
」
と

切
実
な
要
望
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
現
場

で
の
混
乱
が
想
定
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
介
護

現
場
で
も
、
本
人
か
ら

の
健
康
保
険
証
を
預
か

っ
て
い
る
施
設
か
ら
暗

証
番
号
が
必
要
な
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
管

理
は
で
き
な
い
と
い
う

戸
惑
い
の
声
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
い
く
つ

も
の
問
題
を
持
つ
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
に
移
行

し
、
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
て
し
ま
う
こ
と

で
、
医
療
や
介
護
現
場

で
の
混
乱
を
招
く
だ
け

で
な
く
、
受
診
抑
制
に

つ
な
が
る
事
態
も
危
惧

さ
れ
ま
す
。

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に

利
便
性
を
感
じ
る
方

が
、
取
得
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
現
行
の
健
康
保
険

証
を
残
す
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。

＊
当
生
協
で
は
、
６
月

15
日
に
開
催
さ
れ
た
第

73
回
通
常
総
代
会
に
お

い
て
特
別
ア
ピ
ー
ル
と

し
て
「
健
康
保
険
証
廃

止
を
中
止
す
る
こ
と
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

【マイナンバーカード豆知識】

そもそもマイナンバーカードは
任意取得のはず？

　マイナンバー制度は、個人情報を一元的に管理することになり、憲
法違反にならないように、マイナンバー法第16条の２で「住民基本台
帳に記録されている者の申請に基づき、その者にかかわる個人番号の
カードを発行するものとする」と規定しています。個人が希望してつ
くり、本人の同意のもとにカードをつくるかどうかは「任意」である
ということです。つまり、日本において、マイナンバーカードの取得
を義務づけるような立法事実は存在しないのです。

▼
昨
年
10
月
の
王
座
戦
第
４

局
は
、
永
瀬
王
座
が
挑
戦
者

の
藤
井
名
人
に
対
し
勝
勢
を

築
い
て
終
盤
を
迎
え
た
。
あ

と
何
手
か
で
勝
利
と
い
う
と

こ
ろ
、
永
瀬
が
指
し
た
一
手

で
、
99
％
永
瀬
勝
利
を
予
想

し
て
い
た
Ａ
Ｉ
の
判
定
が
一

瞬
で
逆
転
し
た
。
失
着
だ
っ

た
の
だ
。
画
面
で
は
、
永
瀬

が
悔
し
さ
を
抑
え
き
れ
ず
、

何
度
も
頭
を
掻
き
む
し
る
様

子
が
映
っ
て
い
て
、
そ
の
心

情
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き

た
。
こ
の
敗
局
で
、
永
瀬
は

王
座
を
失
冠
し
た
。
藤
井
八

冠
誕
生
の
瞬
間
だ
っ
た
が
、

同
時
に
多
く
の
永
瀬
フ
ァ
ン

を
生
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
勝
負
の
世
界
の
ド
ラ
マ

が
、
Ａ
Ｉ
の
助
け
に
よ
っ
て

多
く
の
人
び
と
に
伝
え
ら
れ

感
動
を
生
ん
だ
。
将
棋
と
い

う
伝
統
文
化
と
Ａ
Ｉ
が
見
事

に
調
和
し
た
、
成
功
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
。�

齋
藤
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身
体
の
定
期
点
検

　
み
な
さ
ん
「
身
体
の
点
検
」

し
て
い
ま
す
か
。
自
動
車
は
定

期
的
に
点
検
し
て
、
故
障
が
な

い
か
、
走
っ
て
い
て
変
な
音
が

し
な
い
か
、
を
早
め
に
見
つ
け

て
、
修
理
・
部
品
交
換
を
し
て

快
適
に
走
れ
る
よ
う
整
備
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
身
体
も
同
じ
よ
う
に
不
調

が
な
い
か
、
悪
い
と
こ
ろ
が
な

い
か
を
定
期
的
な
検
査
を
受

け
る
な
か
で
早
め
に
見
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
不
調
が

見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
改

善
し
た
り
、
病
院
に
か
か
っ
て

治
療
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
動
車
も
自
分

の
身
体
も
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
場
所
で
元
気
に
生
活

し
て
い
く
た
め
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

見
え
な
い
病
気
を
見
つ
け
る

　「
定
期
的
に
」
と
は
ど
れ
く

ら
い
か
と
い
う
と
、
だ

い
た
い
年
に
一
度
は
受

け
て
頂
き
た
い
で
す
。

健
康
診
断
の
目
的
は
、

ま
だ
自
覚
症
状
が
な
い

段
階
で
の
病
気
の
発
見

や
、
将
来
病
気
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
ど

う
か
を
検
査
し
確
認
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
検

査
結
果
を
も
と
に
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
数
値
の
改

善
に
取
り
組
ん
だ
り
、
病
院
で

の
早
め
の
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
り
し
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
血
圧
が
高
い
だ
け

だ
か
ら
・
・
・
」
と
思
っ
て
い

た
ら
、
あ
る
日
突
然
倒
れ
て
救

急
車
で
運
ば
れ
検
査
を
す
る

と
、
高
血
圧
が
原
因
で
血
管
の

動
脈
硬
化
に
よ
る
心
筋
梗
塞

を
起
こ
し
て
い
た
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

病
気
は
慢
性
疾
患
と
呼
ば
れ
、

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
し
、
症
状
を
自
覚

し
た
頃
に
は
思
っ
て
い

る
以
上
に
悪
化
し
て
い

て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
事
態

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
健

康
診
断
を
受
け
て
異
常

が
見
つ
か
っ
た
ら
早
め

に
対
処
を
す
る
と
い
う
の
が

大
切
で
す
。

健
康
診
断
を
う
け
よ
う

　
健
康
診
断
は
、
今
健
康
な
人

は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
他
の
病
気

で
治
療
中
の
方
で
も
、
定
期
的

に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。「
薬
を
も

ら
っ
て
治
療
し
て
い
る
し
、
主

治
医
の
と
こ
ろ
で
血
液
検
査

を
受
け
て
い
る
か
ら
心
配
な

い
」
と
い
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
健
康
診
断
で
は

現
在
治
療
中
の
病
気
以
外
の

異
常
が
早
期
発
見
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
が
ん
検

診
は
、
検
査
を
受
け
て
初
め
て

見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　
前
橋
協
立
病
院
健
診
室
で

は
、
健
康
診
断
の
予
約
や
健
康

診
断
だ
け
で
な
く
、
受
け
た
あ

と
の
サ
ポ
ー
ト
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
検
査
結

果
が
届
い
た
け
れ
ど
見
方
が

よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

に
は
個
別
ま
た
は
班
会
で
の

結
果
説
明
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
結
果
説
明
の
ほ
か
に
、
生

活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
受
診
す
る
際

に
は
ど
こ
の
診
療
科
に
か
か

れ
ば
い
い
の
か
と
い
っ
た
相

談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
健

診
に
関
す
る
こ
と
は
、
前
橋
協

立
病
院
健
診
室
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

齋藤　美希

前橋協立病院
健診室 保健師

特集

健
康
診
断
で

暮
ら
し
に
安
心
を

　
今
年
度
の
健
康
診
断
の
ご
予
約
は
お
済
み
で
す
か
。
医
療
機
関
は
、病
気
に
な
っ
た
と
き
に
だ
け
通
院
す
る
印
象
を
お

持
ち
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、年
に
一
回
の
健
康
診
断
も
大
切
な
通
院
の
機
会
で
す
。
自
分
の
健
康
は
意
外
に
普
段

の
生
活
か
ら
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
断
が
な
ぜ
大
切
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
自
分
自
身
や
周
り

の
大
切
な
方
々
の
た
め
に
も
健
診
を
是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
に
つ
い
て
の
相

談
や
受
診
は
７
面
を
ご
覧

下
さ
い
。

地域の中から健康づくり
　医療生協の地域住民の健康をまもる取り組みで大切にしていることの中に、
まちかど健康チェックや健康相談会があります。病院の中で待っているだけで
なく、医療専門職と組合員が協力して、地域に飛び出し積極的な健康チェック
や相談を行っていきます。前橋地域では、今年度は社会福祉協議会と共催し、市
内６施設で健康相談会を実施しています。この数年間は、スーパーの店頭や商
店街などと公共の場での健康チェックに特に力をいれてきました。今回、社会
福祉協議会との連携により一層広い地域の方々の健康を守り、暮らしに安心を
届ける為の活動に広がっています。健康チェックや健康相談の中で、自分の体
調を見直し、健康診断や受診を考える方もいま
す。一般には病気の予防が１次予防、病気の早
期発見が２次予防といわれていますが、健康診
断よりも更にもう一歩地域に踏み込んだ予防の
取り組みということで、医療生協ならではの
1.5次予防というところでしょうか。
� 中毛地区　組合員活動課
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地域活動地域活動アアララカカルルトト

桐生地区
　今年も７月13日（土）14：00～桐生協立診療所外
来待合室でピースコンサートを開催し参加者60名で
大変盛り上がりました。参加費の500円は原水爆禁止
世界大会代表派遣のための財政支援に役立てます。昨
年のピースコンサートで花澤町子さんの朗読に感動し
て結成された「はぎの会」の６名で朗読を披露、見事
な初舞台でした。続いて髙橋保さんの漫談は、おでこ
で鍵盤ハーモニカを弾きながら登場、キーボードで歌
も交えながらユーモアたっぷり。最後は川内支部うた
ごえ班の演奏で平和行進でもおなじみの曲や青い山
脈など７曲を演奏しみんなで歌いました。今回は、相
生支部がコーヒーを、大間々支部が白玉団子を、新里
支部があんずジャムを販売しカンパ活動に協力。原水
禁世界大会派遣代表の山形孝理事が挨拶し、「気を付
けて行ってきてね～」とみんなでエールを送りました。

宝泉支部　絵手紙班
　太田市泉町にある宝南センターで行っている「絵手
紙班」の作品と勉強会の内容等少し紹介いたします。
　絵手紙班参加者は毎月平均８名、作品づくりにつ
いて決め事はなく、各々が自分の描きたいものを描
きたい道具で自由にやる。筆や割り箸やダンゴの串
でもよし！墨の色も薄いのが好きな人、濃い色が好
きな人、そして用紙は半紙やハガキ、牛乳パック等、
とにかく自由に思い思いに作品づくりを楽しんで
います。
　班会は、毎月最終金曜日の午後１時30分から午後
３時まで。作品については「孫が喜んでくれた！」
「伯父さんが喜んでくれた！」「何枚もつくっている
と上手になったね！と言ってくれた」等話も弾み、
これこそ「絵手紙は笑手紙」です。絵手紙班会の仲
間は、高齢者が多いですが、おしゃべりしながら和
やかに作品づくりをしているので、指導する私も、
こうした組合員と一緒に過ごせる班会を楽しんで
います。� 作品指導　山口　友子

中毛地区
　今年で４年目となる前橋協立病院の行事の１つ！病院の入
口に大きな七夕飾りを用意し、患者さんやご家族が短冊に願い
事を書けるスペースを作りました。
　竹を飾っていると、１人の女性がじっと竹を見てうなずくよ
うに独り言を言っていたので「短冊を飾りませんか？」と声を
かけると「立派な竹ですね。見惚れていました。私は子どもの
頃から竹が大好きで、七夕様が来るのが楽しみの一つでした。
最近は竹も手に入らず寂しい思いもあったので、今日飾らして
もらえるなんて本当に嬉しいです」と短冊を２枚書き、「あり
がとう」と言って帰られました。また、３歳の女の子とお母さ
んから「短冊を書いていいですか？」と声をかけられました。
お子さんは字が書けないため、七夕飾りに手を合わせると「早
く保育園に行けますように、早く治りますように」と小さな声
で願っていました。胸が熱く
なる思いでした。帰りに何度
も手を振り、「バイバイ」と
言って帰っていく姿は本当
に可愛かった。たった１枚の
小さな短冊に様々な人の素
直な気持ちが込められてい
ると思うと、また来年も立派
な竹を用意し、皆さんにとっ
て１年に１度の思い出に残
る七夕にできたらいいなと
感じました。

竹は上佐鳥町の神林さんから
ご寄付いただきました。

理事　関口　治重

ピースコンサートでピースコンサートで
原水禁カンパ原水禁カンパ

『絵手紙は笑手紙』『絵手紙は笑手紙』

七夕飾りに思う事七夕飾りに思う事
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
四
年
八
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
300
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
299
回
の
答
え
》

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル（
源
氏
蛍
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

海
水
浴
場
の
砂
浜
で
の
遊
び
の
一

つ
２　

所
変
わ
れ
ば
…
…
変
わ
る

３　

信
号
機
の
…
…
は
停
止

４　

人
数
で
割
る
…
…
勘
の
食
事
代

５　

大
工
…
…
。
弁
慶
の
七
つ
…
…

６　

元
素
記
号
Ｐ

８　

英
語
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

10　
「
♪
一
つ
と
せ
～
」な
ど
数
を
順
に

読
み
込
む
歌

12　

羽
根
車
で
風
を
起
こ
す
器
具

14　

土
用
の
丑
の
日
と
言
え
ば
？

15　

親
の
…
…
を
か
じ
る
道
楽
息
子

16　

１
厘
の
10
分
の
１
の
単
位

17　
「
百
舌
」
の
読
み
方
は
？

18　

液
体
な
ど
を
こ
す
…
…
装
置

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

森
の
石
松
「
江
戸
っ
子
だ
っ
て
ね

え
…
…
食
い
ね
え
」

３　

盆
踊
り
の
代
表
格

７　

ゴ
ロ
ゴ
ロ
「
ピ
カ
ッ
！
」

９　

幸
…
…
。
…
…
勢
。
…
…
命

10　

た
ん
す
や
い
す
な
ど
、
家
の
中
で

使
う
道
具

11　

…
…
門
（
か
ど
）
に
は
福
来
た
る

13　

ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
住
ん
で
い
た
と

い
う
…
…
の
園

14　

７
月
の
第
３
月
曜
は
…
…
の
日

15　

サ
ウ
ナ
の
３
分
…
…
時
計

16　

鬼
が
登
場
す
る
日
本
の
代
表
的
な

昔
話

19　

ネ
ギ
の
球
状
の
花

20　

夏
の
期
間
。
…
…
休
暇

300

クロス漢字ワード当選者（①応募総数②正解者数③当選者）／ 298回①34通②32通③５名　青木良文（前橋市）　みのりん（太田市）　よーちゃん（前橋市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井孝道（太田市）　田中彰（前橋市）

（
敬
称
略
）

能
登
地
震
か
ら
間
も
な
く
半
年
、

少
し
ず
つ
で
す
が
復
興
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後
、
各
地
に
よ
る
大

雨
の
被
害
も
同
様
で
す
。
自
然
の

驚
異
の
怖
さ
と
普
通
の
生
活
の
あ

り
が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。�

（
み
ど
り
市　

椚
瀬
勝
明
）

小
雨
の
中
子
ど
も
た
ち
も
元
気
よ

く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
記
事
を
読
ん

で
、
多
々
良
沼
の
ま
わ
り
を
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
私
も
年
に
２
〜
３
度
妻
と
い

っ
し
ょ
に
歩
き
ま
す
。
と
て
も
良

い
汗
を
か
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

今
年
の
梅
雨
入
り
は
遅
い
で
す

ね
。
気
温
は
日
一
日
と
高
く
な
り

暑
さ
は
真
夏
な
み
で
す
。
皆
さ
ん

熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
水
分
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

（
館
林
市　

ヨ
コ
タ
ン
）

今
年
は
花
が
早
く
咲
き
ア
ッ
と
い

う
間
に
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
写

真
を
撮
っ
て
は
メ
ー
ル
で
送
信
し

ま
す
と
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

シ
ー
チ
ャ
ン
）

母
の
日
と
父
の
日
を
兼
ね
て
娘
が

「
焼
肉
」に
招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。

満
腹
！�

（
前
橋
市　

ゆ
め
こ
）

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

し
た
ら
２
つ
あ
り
ま
し
た
。
あ
い

う
べ
体
操
は
し
て
い
ま
す
。

（
太
田
市　

は
あ
ぼ
い
）

大
泉
千
代
田
支
部
の
活
動
は
、
め

ざ
ま
し
く
お
か
げ
さ
ま
で
体
調
も

よ
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

仲
間
の
手
助
け
!!
出
会
い
！
触
れ

合
い
！
支
え
あ
い
！
あ
り
が
と

う
！
感
謝
で
す
！

（
大
泉
町　

に
こ
た
ん
）

高
齢
に
伴
い
衰
え
や
す
い
視
力（
調

節
機
能
）、
聴
力
の
衰
え
を
改
善
す

る
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
前
橋
市　

き
き
ょ
う
）

ま
た
、
梅
を
漬
け
る
時
期
が
来
ま

し
た
。
自
分
で
は
余
り
食
べ
な
い

の
で
す
が
孫
を
始
め
子
ど
も
達
に

極
暑
を
乗
り
越
え
て
も
ら
い
た
い

の
で
沢
山
漬
け
る
予
定
で
い
ま

す
。
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
前
橋
市　

Ｍ
子
）

い
つ
も
協
立
病
院
に
は
家
族
が
お

世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
早
く
新
し

い
病
院
が
出
来
る
と
い
い
で
す

ネ
。�

（
前
橋
市　

岩
崎
諒
太
）

皇
族
報
道
に
つ
い
て
考
え
る

最
近
Ｔ
Ｖ
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
で
皇

族
報
道
が
す
べ
て
報
じ
て
い
て
朝

は
何
回
も
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
送
時
間
が
異
常
に
長
い

の
で
す
。
他
に
も
世
界
的
な
問
題

や
都
知
事
選
挙
な
ど
重
要
な
こ
と

が
目
白
押
し
だ
と
思
い
ま
す
が
こ

ん
な
変
質
報
道
に
は
異
議
を
感
じ

ま
す
。�

（
大
泉
町　

ア
ト
ム
）

第
171
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2024
・
7

三
十
年
ぶ
り
に
会
う
友
夏
始�

星
子

蒲
の
穂
や
ほ
た
る
祭
の
法
峰
寺�

丑
男

仔
カ
マ
キ
リ
父
は
食
べ
ら
れ
母
い
ず
こ
に�

淨

冷
麦
や
薬
味
を
き
ざ
む
音
か
ろ
し�

麗
子

投
稿

「
寄
り
添
う
」
と
「
迎
合
す
る
」
は
別
物
だ

石
田
俊
彦

梅
雨
明
け
だ
暑
夏
だ
老
体
鞭
を
打
つ

中
島
喜
太
郎

【
川
柳
】

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
は
背
中
に
黒
い
十
字

架
の
よ
う
な
模
様
が
あ
る
。
日
本

の
固
有
種
で
本
州
以
南
に
分
布

し
、
５
〜
７
月
頃
に
見
ら
れ
る
。

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

よ
り
も
小
さ
く
、
背
中
に
は
黒
く

て
太
い
縦
の
線
が
あ
る
。
日
本
全

国
・
朝
鮮
半
島
・
中
国
北
部
な
ど

に
分
布
し
、
７
〜
８
月
頃
に
見
ら

れ
る
。ど
ち
ら
も
見
た
い
で
す
ね
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

最
近
お
茶
の
み
保
健
室
あ
ず
ま
の

常
連
に
な
り
、
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
で
得
た
情
報
な
ど
を
も
と
に

月
に
一
度
話
し
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

堀
泰
雄
）

６
月
号
の
特
集
、
正
し
い
知
識
で

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
の
記

事
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

	
（
太
田
市　

キ
リ
キ
リ
）

毎
月
、楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、一
面
は
良
い
で
す

ね
。
誰
で
も
、
生
き
て
る
限
り
呼

吸
。深
く
し
て
い
る
う
ち
に
元
気
が

で
ま
す
。�（
前
橋
市　

両
角
綏
子
）

明
日
７
月
７
日（
日
）な
ん
と
40
℃

近
く
と
予
報
有
。孫
た
ち
と
一
緒
の

七
夕
ま
つ
り
（
前
橋
）
考
え
て
し

ま
う
。８
月
は
ど
ー
な
る
の
で
し
ょ

ー
か
？�

（
前
橋
市　

マ
ル
サ
ン
）

毎
年
「
母
の
日
参
り
」
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
妻
と
供
え
て
き
ま
し
た
。
母

も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
い
い
で

す
。�

（
桐
生
市　

内
装
業
）

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2024
・
7

車
窓
よ
り
青
田
を
な
が
め
リ
ハ
ビ
リ
へ�

あ
こ
ち
ゃ
ん

七
夕
に
世
界
平
和
を
書
き
し
る
し�

Ｙ
ち
ゃ
ん

目
に
し
み
る
一
筋
の
汗
夏
作
業�

章

土
用
波
か
ぶ
り
し
岩
は
滝
を
な
し�

け
ん
ち
ゃ
ん

傘
の
花
通
を
い
ろ
ど
る
家
族
づ
れ�

ミ
ネ

光
陰
の
矢
は
目
の
前
の
卒
寿
で
す�

松
っ
ち
ゃ
ん

竹
垣
を
バ
ッ
ク
に
粧よ
そ
おう
半
夏
生�

洋
子

半
夏
生
心
お
だ
や
か
が
ん
ば
ろ
う�

和
ち
ゃ
ん

川か
わ

辺べ
り

の
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
目
に
し
み
る�

Ｍ
ち
ゃ
ん
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理
事
会
だ
よ
り

●
６
月
22
日
（
土
）
定
数
27
名
中
25
名
の
出

席
で
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告

② 

専
門
委
員
会
報
告

③ 

通
常
総
代
会
の
ま
と
め
に
関
す
る
件

④ �

２
０
２
４
年
度
役
員
報
酬
の
確
定
に
関

す
る
件

⑤ �

本
部
副
部
長
及
び
管
理
者
の
任
免
に
関

す
る
件

⑥ 

夏
期
賞
与
資
金
借
り
入
れ
に
関
す
る
件

⑦ �

２
０
２
４
年
度
借
入
金
限
度
額
に
関
す

る
件

⑧ 

就
業
規
則
の
一
部
改
定
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承

認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（２０24年6月末）
組　合　員� ３5，162人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： ２6，270人
　太田・館 林 地 域　組合員：　5，797人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，959人
　その他の地域　組合員：　　136人

出　資　金� 9億6,037万3,200円
一人平均出資金� ２7，313円

令和６年度　自治体健診

予約受付中！
早めのご予約がおススメです!!

―――――ご予約・お問い合わせは―――――
前橋協立病院健診室	 前橋協立診療所
TEL027-265-3511（代表）	 TEL 027-231-6060
平日：9:30～ 16:30	 平日：9：00〜17：00

 前橋市 
前橋協立病院 前橋協立診療所

 太田市 
太田協立診療所
特定健診・ヘルスチェック

大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診

５月１日〜12月20日
随時受付中！

—胃がん検診は要予約です。一度ご来所ください—
（お問い合わせ）TEL0276-45-4911

 桐生市 
桐生協立診療所
わたらせみどり健診

６月１日〜12月28日
ご予約・お問い合わせ）TEL0277-53-3911

こ ど も 保 健 教 室
日　時：８月21日（水）

PM 1：00 ～ PM 4：30
会　場：生協会館２階組合員ホール
　　（前橋市朝倉町830-1前橋協立病院敷地内）
対　象：小学生の親子
定　員：子ども15人
　　　 ※定員になり次第〆切とします
参加費：子ども・大人各一人　100円（資料代他）
持ち物：飲み物・筆記用具（詳細は申込書に記載）

主催：群馬中央医療生活協同組合　保健活動委員会
【お問い合わせ・申込先】
　生協本部　組合員活動課　TEL：265-3531
　　　　　　　　　　　　　FAX：265-3532

お口
トレーニング
子どもの “お口
ぽかん” 予防に
ついて体験やゲ
ームで学ぼう♪

パズルで
学ぶ

“からだのしく
み” についてパ
ズルで楽しく学
ぼう！

聴診器で
聞く

心臓の音や内臓
の音ってどんな
音だろう？
みんなで聞いて
みよう！

前橋協立病院
院内見学

超音波やレント
ゲンでいろいろ
なものを見てみ
よう♪

こども保健教室ではこんなことをします！

※�参加をご希望の方は参加申込書もしくはQRコードか
らお申し込みください。
　�申込書は前橋協立病院受付、小児科、協立歯科クリニ
ックにあります。

こちらからも
お申し込みで
きます！

医療費の支払いにお困りの方は
ご相談ください

無料低額診療事業のご案内
　無料低額診療事業は、生計困難な方が経済的理由で必要な
医療を受ける機会を制限されることがないよう、無料または
低額な料金で診療を行う事業として、社会福祉法に位置付け
られています。
　群馬中央医療生協は「一人ひとりのいのちが大切にされ、
人権が尊重されるまちづくりに貢献する」という理念にもと
づき、この事業に取り組んでいます。

◆減免の対象となる方
〇生計困難者で、１ヶ月の世帯収入が生活保護基準の140%以下
の方は、収入額に応じて医療費の本人負担が全額免除または一部免
除になります。
〇外国人、ホームレス・住所喪失不安定労働者、DV被害者等社会
的援助を要する人などで、明らかに無保険の方は無料で診療を行
います。

◆実施している事業所　※問い合わせ及び相談窓口
 前橋協立病院	 前橋市朝倉町828-1	 TEL 027（265）3511
 太田協立診療所	 太田市石原町927	 TEL 0276（45）4911
 前橋協立診療所	 前橋市城東町3-15-28	 TEL 027（231）6060
 桐生協立診療所	 桐生市相生町2-554-7	 TEL 0277（53）3911
 協立歯科クリニック	 前橋市朝倉町830-1	 TEL 027（265）6601

夏休み

お詫びと訂正
くらしと健康７月号一面記事について
高橋康輝准教授の所属学部の名称に誤りがありましたので、訂正
してお詫び申し上げます。
　【誤】　東京有明医療大学保健医学部
　【正】　東京有明医療大学保健医療学部

⑺ く　ら　し　と　健　康　 2024.8.1 第700号く　ら　し　と　健　康



協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,4,5）
桑原 桑原 桑原 桑原 桑原 桑原

午後
火・金  12:30～ 16:30
月・水  13:30～ 16:30
  木    15:00～16:30

半澤
(奇数月第4）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す。お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間
桑原

萱間（奇数月第4休診）
桑原

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

萱間
（第2,4,5
17:30まで）

半澤
(第1,奇数月第4）
萱間

(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口　遠藤
第４週　加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00〜
17:00

小泉 遠藤
（15：00〜） 江田 伊藤

遠藤
加藤

（15：00〜）

夜間
17:00～ 加藤

訪問診療 加藤 遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 野田 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院 前橋市朝倉町828-1　　☎︎ 027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修 小　林修 小　野 弘　中 保　田 大　宮

予約外来

瀧　口道
総合診療：保　田

総合診療：瀧　口由（第１/３週）
内科/心療内科：鈴　木（第１/２/３/５週）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
総合診療：宮　澤

小　野芳
高　柳（第２/４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）

西　上（第４休診）
総合診療：小　林修
総合診療：瀧　口由
糖尿病・甲状腺：松　本

瀧　口道
総合診療：瀧　口由
西　上（第２／４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

瀧　口道
西上（第４週）

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第１/３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 菊　島 工藤瑞 大　宮 弘　中 橋　爪洋

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予約外来 田ヶ原
松尾/石尾

野　本
内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：新　井

野　本
三　浦章
菊　島

（第４週休診）
肝臓：高　柳

鈴　木
循環器：金　古

糖尿病・甲状腺：綿　貫

田ヶ原
橋　爪洋

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸
嚥下外来：矢　島賢

夜間 予約外来 内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津 三　浦章

小児科

午前 一般
矢　島
齋　藤
佐　藤

矢　島 齋　藤 矢　島
齋　藤

矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前
婦人科 北　原

（10：00〜）
北　原

（９：45〜）予約のみ
北　原
予約のみ

北　原
（第２・４週　10：00〜）
（第１・３・５週　９：00〜）

北　原（第１/３週）
西　出（第４週）産科

午後 婦人科 北　原 北　原 休　診　（手術） 北原（14:30〜）（第２・４休診） 北　原
夜間 北　原（17:00〜18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森 第３週休診 岩　森

脳神経外科 午前 朝　倉 朝　倉
骨 午前 茂　木 ８：30〜10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 岡　村 柿　崎 高草木 植　原 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 山　𥔎

健　診
午前 塩　島 伊　藤 塩　島 瀧　口道 深　澤
午前 乳腺・甲状腺 担当医 飯　島 飯　島 飯　島 大　島
午前 婦人科 根　岸 飯　島 根　岸 根　岸／北　原 北　原

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2024年８月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月〜金
9:00〜12:00
土　9:00〜12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

３日：高柳
17日：井上
24日：谷口
31日：桑原

午後
15:30〜17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

発熱外来をおこなっています。風邪症状がある方は、事前にご連絡ください。なるべく待ち時間が少なくなる
よう対応させていただきます。
2024年度前橋市自治体健診受け付けています。ご希望の方はご連絡ください。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。

ホームページ

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内 

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第３〜５） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小 林 西上(第１・3)

片岡（第４・５）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１以外） 西上 西上 西上
（第２休）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)

介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日　休診
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